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要旨 

 本発表は、(1)のような « 副詞 + que節 » という形式をとる構文 (Adv que構文) を統

語論的観点から分析するものである。特に副詞 heureusement に que 節が後続する場

合に注目して議論を行う。 

 

(1) Heureusement qu’il est là. (Furukawa 2005, chapitre 7のタイトル) 

幸いにも、彼はいる。 

 

 Adv que 構文では、que 節の内容は「既構築 (préconstruit)」されていると解釈され、

テーマとして働くことが先行研究において指摘されている (e.g. Furukawa 2005 ; 

Guimier 1998 ; Paillard 2021)。そして、Furukawa (2005) は Adv que構文の que節内部

では左方遊離構文によるテーマ化の容認度が低いことを指摘している。しかし、用

例観察を行うと、que 節内部において左方遊離構文が生じている場合が確認できる 

(宮腰 2024)。この場合は左方遊離要素のフォーカス化が生じていると解釈すること

ができる。 

 本発表では、最初に heureusement queの意味特徴について議論を行う。この議論に

基づき、Adv que構文における queは Anscombre (2016) や Furukawa (2005) が想定し

ているような特殊なマーカーではなく通常の補文化辞 (complémentiseur) であり、que

節内の文が意味部門 (LF) においてトピック化のための移動を起こすという想定を示

す。これによって、上述の que 節内部におけるテーマ化・フォーカス化の非対称性

が「相対的最小性 (Relativized Minimality ; Rizzi 1990)」の原理によって説明できると

同時に、que節内部における倒置 (inversion) の可否についても予測を産む。 
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